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間接外気冷房型空調機（FMACS-Ⅴ hybrid）
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要約　データセンタでは，これまで空調機を始めとする設備機器自体の効率向上等により消費電力を低
減してきた．しかし，近年より一層の消費電力低減が求められており，外気冷熱利用が注目を集め，採
用が検討される事例が増えている．筆者らは，データセンタ向け空冷パッケージ型空調機の更なる省
エネ性能の向上のため，外気冷熱を有効利用する冷媒ポンプを利用したサイクルを併用した，これま
でにない革新的な間接外気冷房型空調機（FMACS-Ⅴ hybrid）を開発した．一般電算機用空調機と
FMACS-Ⅴ hybrid の年間消費電力量の比較を行った結果，札幌では最大 54％の消費電力低減，東京で
は，42％の低減になり，空調設備の消費電力削減に大きく貢献する．

1． はじめに 

　データセンタはサーバや情報通信装置等の ICT（���In�
formation and Communication Technology）装置を
集中管理する施設の呼称である（図 1 参照）．近年の
社会システムへの ICT 技術の浸透により，データセ
ンタの重要性はますます高まっている．
　本稿では，データセンタの特徴・動向を述べたうえ
で，データセンタに設置される空調システムの役割と
要求される仕様および消費電力低減に向けた取り組み
について述べる．最後に，データセンタ向けに開発し
た空調機を紹介する．

2． データセンタについて

2. 1　データセンタの概要
　データセンタには，データの管理・制御を行うサー
バ，ネットワーク回線に接続する情報通信装置，およ
びデータを蓄積するストレージなどの ICT 装置が設
置されている．データセンタは，電子商取引やコンテ
ンツ配信といったネットワークを活用してサービスを
提供する事業者に利用されており，社会インフラとし
ての重要性はますます高まっている．また，通常デー
タセンタは，ICT 装置の他に，高い信頼性を維持す
るためにバックアップを持った電源システム・空調シ
ステムを備えている．

図 1　データセンタの概要


